
地

球
儲
二
十
六
番

第
三
戟
昭
和
十

左

九
月

一
-

明
石
奮
象
北
石
含
有
静
内
の
植
物
化
石

(
鯛
請

駈
tJ
詔

)

三

木

鷲

ⅠⅠⅠⅠⅠ ∫

日

次

緒

言

化

石

距
地

の
状

況

化
石
植
物

a

化
石
の
探
姓
､
標
本
作
成
及
び
放
火

b

化
石
縫
物
の
記
叔

e

上
部
暦
に
就

い
て

Ⅴ

鼠
侠
及
地
形
に
劉
す
る
考
軒

a

化
石
湖
の
性
状

e

絶
滅
又
は
日
本
に
野
故
せ
ざ

る
社
数

Ⅳ

化
石
フ
p
ラ
の
組
成
北
特
徴
端

の
仙

a

下
･%
櫛
フ
ロ
ラ
の
組
成
錐
特
57:.

b

地
域
時
代
の
推
定i

緒

明
石
倍
数
化
石
合
布
厚
内
の
継
物
化
石

冒

Ⅹ ⅠⅩⅤ ⅠⅠⅠⅤⅠⅠⅤⅠ
b

先
晩
及
地
形

更
新
世
に
於
け
る
特
殊
織
物
の
附
火
井
他
に
脚
す
る
考
察

高
山
解
物
の
移
雑
に
封
す
る
考
察

摘

婆

引
用
文
献

図
版
の
舵
明



地

･

球

飾
二
十
六
怨

節
三
既

芸

大

二

価
月
内
梅
よ
わ
は
多
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E
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石
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ら
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含
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磨
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在
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の
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化
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仲
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の
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化
石
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Fig･1 A Pi･7%uSParVulloJ･aS･etZ. ×1(八木-lI'̂ 木)
B-C Pinussp. Xl(̂ 木-中八木) B兼,G三昧氷
D ThujopsisdotabrataS.et･Z.の小杖 ×1(八水-)l3̂ 水)
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H-H′PL'eeapol･itaCarp. ×1(叫^木一四八本)
H三味求(?) H′柴



峨
叉
は
脂
質
に
包
ま
れ
た
る
は
よ
-1
完
各
は
保
存
せ
ら
れ
殊
に
後
者
の
如

き
は
地
暦
の
崩

清
に
ょ
み
多
数
洗
S
出
ruれ
汀
は
擦
著
し
､

山
兄
化
石
た
る
を
疑
は
し
ひ
る
程
生
々
し

さ

も
の
な
-
(P
l.
III
E
.
F
ig
.7
D
)

｡
ま
ね
カ
ラ
ス
ザ
ン
セ
ク
及
キ
ハ
ダ
は
其
東
面
の
模
様

(F
ig
.7
C
}
E
)p
ミ
ヅ

バ
ク
ツ
ギ
(F
ig
･7
J
)
､
カ
'1
ホ
ネ
(F
ig･
4
F
)
等
は
表
皮
の
構

造
ほ
よ
り
種
の
決
定
を
肺
薯
怒
ら
し
め
た
-
｡

其
の
内
に
て
表
皮
の
ク
チ
ク
ラ
の
よ
-
畿
逢
せ
る
ヤ
ド
リ
ギ
(F
ig
,4
R
)
､
ツ
ゲ
(F
ig
.

7
B
)
及
シ
ナ
ヒ
､
ラ
ギ
モ
チ

(新
種
)
(P
l.

tV
B
-
C
.
F
ig
.7

G
)
等
は
表
皮
の
保
存
状

態
完
全
に
し
て
種
の
決
定
を
容
易
を
ら
し

め
､又
グ
ミ
の
盈
毛

(F
ig
19
G
)'
づ
h
(F
ig
.

5
E
)
'
サ
イ
カ
チ
(F
ig
.6
B
C
)
の
宅
は
よ
-
保
存
せ
ら
れ
て
識
別
の
補
助
と
夜
-
L
も

其
他
は
組
織
に
ょ
る
識
別
困
難
な
-
き
｡
ま
ね
多
-
の
基
､
英
資
の
内
壁
'
小
枝
等
に
は

往
々
菌
租
の
予
覚
膿
に
ょ
る
粒
状
凸
起
あ
-
之
等
は
本
木
の
侍
性
と
紛
は
し
き
乙
と
あ
わ

種
の
決
定
に
劃
し
注
意
す
べ
き
rJ
と
ゝ
皿
は
れ
た
み
｡

b

化
石
植
物
の
記
載

此
の
地
の
植
物
化
石
は
世
良
氏
に
よ
-
六
種
程
の
報
骨
あ
る

も
余
の
調
査
ほ
て
は
共
等
の
殆
ど
凡
て
は
別
種
と
看
放
さ
れ
た
み
｡
其
の
後
東
北
帝
大
此

間
氏
脚
の
報
骨

h
I以

て正
確
な
る
第

一
報
と
見
放
す
べ
き
79
共
に
は

Sequoia
J.aPOn
ica

E
n
d
o
(督
時
は
礎
種
)
及

J
u
g
ta
lLS
Cin
eT
ea
L
,が
報
告
せ
ら
れ
た
る
は
過
ぎ
ず

｡

余
が
凍
基
せ
る
下
部
厨
の
三
十
三
科
凹
十
八
属
五
十
八
種
及
び
上
部
暦
の
八
科
人
属
九

明
祈

粍
象
化
ポ
食
材
静
内
の
椛
物
化
石

蒜

九

I-a AbiesjlrmaS.ctZ.(申八木一四八木)
Ⅰ兼 ×1 J球水餅Ji･×1J和子 ×4
IJ-M MoliniopsisjcLPOnl'eaHayata(中八木一八ホ)
K 故の下部越冬我 ×1 M 前額の上節表皮 ×334
N-P Sasa sp.(Tll八木-光江非)
N 冬芽 ×4 0 は N の栽政 ×334 P群の下部 ×l
Q Carexsp.の楽(八木)xI
R 谷八木西の｣二部r/gよtJ狩たる粒前肢妨二相即 こ-1や形め加二r二ある
もの ×1

三瓦



Fig.2
A Juglanscine,l･eaL.の盤果 ×1 a(ノし木-中八木) b(八木-水江非)
B Pterocaryastenopte,･aDc･の艶鵜 ×4(虫として申八木-八木)
C JuglansSieboldim aMax･の堅氷 ×1(谷八木問の上部暦)
D (才ar.qa(Hicoria)a･IcasJLiarLanLSp･の親類 Xl(八木一光江非)
aは兜朱の一部をTyT･-il'す.
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A 下軸暦の植物化石 (Plantfossilsfromlowerbed)

Coniferae

AbiesJirmtLS･etZ.(Fig.1,Ⅰ-K)

PioeapolitaCarp.(Fig.1,H-H')

PinusparvifloraS･etZ.(Fig.1,A)

mnussp･(Fig,1,B-C)

Seq110iajaporticaEndo(Pl.IIIN-0

Fig.1,E-G)

Thu.7'ops,L'tgdolabl･ataS.eLZ.(Fig.1,D)

Gramineae

Motl･ILiopsisjaponica･Hayata,(Fig.1,
L-M)

Sa9aSp･(Fig.1,N-P)

Cyperaceae

Caren;sp,(Fig.1,Q)

Jlユglanaaceae

Caryaakashianan,sp.(Pl.ⅠIIM,

Fig.2,D)

Juglan日CillereaL.(Pl.ILIIL.Fig.2,A)

H500-100Dm

班IOOOm

H.YIOOOm

A

HIOODlll

H.Y

･Jt札.
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pterocaryastenopteraDc.(Pl･ⅠⅠIK,E専

明
石
戟
象
化
石
食

材
府
内

の
雑
物
化
石

九

Fig･2,B)

Salicaceae

lSaT,1,'a;amlJgdatinaLvall･(Fig･3.0-P)

salitGa,raCiliLqtylaMiq･(Fig･3,N)

Betulaceae

Betu la carpi,nifol?.aS.etZ･(Fig･3,

B-C)

MollaCeae

Zgu仇ulusjaponicusS･etZ･(FigA,0-P)

Fagaceae

FaguscrenataBl.(Fig･3,Ⅰ-∫)

Fagusmicrocarl)aMiki(Pl.ⅠH G,Flg･

3,Ⅹ-M)

Ulmaceae

UtmusparvifoliaJacq･(Figl3,A)

ZelkovaUngeriKovats(Pl.IJIN-0,

Fig.3,D-E)

Loranthaceae

ViBeum COloraねmN,lkai(Fig.4Q-R)
Nymphaeaceae

F.L

S.L
Lb.T

L

Fig.3 A Ulmuspcm ifoll'aJacq･紫'I'LJf×2(八木一水江井)
B-C Beiulaoarpin?foliaS.etZ
B柴 ×1(八木一中八木) C種子 ×2(中八木一光江非)
D-E Ze17covaUngeriKovats(谷八木一光江非)
D難 (a-e)×1 E北怒 ×6
F-G Quercusserra舌aThlnb.(谷ノし木の火上部暦)
F殻斗 ×1 Cは b故斗の一部抑大 ×4G墜鵜 ×1
11 QLLerCuSel.ispulaBl.の淡斗 Xl(谷八木上部暦)
Ⅰ-∫ FagusorelaataBl,×1(中八木-四八本) Ⅰ殺斗 J雅子
K-M FaguslnicrocarpaMiki(中八*-光江非)
K 放 jト×1 bは殻斗 aの一部分班大 ×4
L‡肝 xI M 紫 (?)×1(中八木一八木)
N Sal血 glaoilistlJtaMiq.の米 ×1(̂ 木:光江井)
0-P Satixamygdal加aL.var･×1(八木-光江非)
0楽 Pヤナギ/コブバイによる山芋盤

.*



EuryaleakashienSisn.sp.(Pl.ⅠIIJ,
Fig･4,G-H)

Nupharsp,(Fig.4,E-F)

Magnoliaceae

MaglLOliaobovαlaThunb.(Fig.4,A)

MagnoliaKobusDc.(Fig･4,B)

Lardizabalaceae

SlauntoniahecuaphJyllaDecne(FJ'g.5,
J-.I()

Berberidaceae

Berberislongispinusn,sp.(Pl･ⅠV班,

Fig･4,Ⅰ一正)

Lauraccae

IJiyLderatrtlobaBl.(Fig.4,C-D)

Hamamelidaceae

DisiyliumracemosulnS.et.Z･(Fig･4,
L-N)

Rosaceae

Pruml柑Cf.sibiricaL.(Pl.ⅠⅠIH,Fig.

5,H)

PrⅥnuscf.trilobaMax.(Pl.ⅠⅠⅠ∫,Fig.

5,G)

Rosaakashiensisn.sp.(Pl.IVH-G,
Fig･5,A-E)

RosapolyanthaS.etZ･(Fig･6,F)

SorbllSTyekine.TISisKoehne?(Pl.ⅠVE,

Fig.5,Ⅰ)

Legu mi nosae
Gleditsiahl)rrldaMak.(Fig･6,A-E)
l椛starlaJlorlbundaDc.(Fig.6,F-H)
Rlユtaeeae

FagaraailayllhoideSEngl･(Fig･7,C)

PhellodendronamurenseRupll.(F]'g.7,E)
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Meliaceae

Me!lL'aA～,edarachL.(Fig.7,Kab)

Euphol･biaccae

S叩illmSehiferulllRoxb.var.(Pl.ⅠH

E,Fig.7,D)

Buxaceae

Bun;us./)-aponicaMuelトArg.tFig.7,
A-B)

Aquifoliaceae

llexcornlltaLdl.etPaxt.(Pl.lVB-D,

Fig.7,F-班)

Staphyleaceae

Staph･yleabum,LldlLS.etZ,(Figl7,

1-J)

Aceraceae

AceI･NordenskioldiNath.(Pl.ⅠVA,

Fig.8,p-Q)

Aeerl･LLjin51WeS･etZ･(Fig.8,0)

Rhamnaceae

BerL7hemia･･Y,acemos(乙S･et.Z･(Fig.8,

F-班)

Paliurusnipportic耶 Miki(Pl.ⅠVH-∫,

Fig.8,A-E).

Vit,aceae

AmpelopBisbreviperhLYmLlataKoehne

(Fig.8,L)

V,L'抽 cf･Ju,xuoSaThumb.(Fig.8,M--N)

Theaceae

StewartialnOれadelphaS.etZ.(Fig.8,E)
SiewartiapSeudocamelliaMax,(Fig.8,

Ⅰ-∫)

Hydrocaryaceae

TrapainciLqaS.etZ.(Fig.9,B)
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Elaeagnaceae

Elaeagnusakaslliensisn･sp･(Pl･ⅠV

J-L,Fig,9,F-I)

Araliacea.e

Schemel.afasciat･An.Sp.(Pl･ⅠⅠID,Fig･

9,A)

Styl･aCaCeae

St7Jraa;jap｡nicuJ7LS･etZ.(Fig,9,N-0)

SturatcObasSiaS･etZ･(Fig,9,L-M)

Styran)ShiraianaMak.(Fig･9,a)

Symplocaceae

SIL/1nPtOCOSWalJaegOicleBBuck(Fl'gl9,∫)

B 上郷暦の植物化石(Plantfossilsfromupperbed)

rllig.4 A Magnoliaoat)DataThumb.の粒子 x2(申^木一光iTl井)
13MaglWliaKobusDc.の純子 x2(rIĴ ホーPlli1-̂ 木)
C-i)Li,nderaか･iLcbaBl.の純子 (申^木-1Jlf̂ 木)
Cは述部の状況 ×2,D棚 状触紙の衣弼 ×334
E-F NupharBP.の純子 (中八木-八木)
E三種子 ×4,F紳子の表巾 x334

G-u EuryalealLaLqhienSisn･sp.(申八木-^ホ)
G束政 ×334 H 梯子 x2
Ⅰ--K BerberislorlgE-sp?:nusn.sp.(谷ノし水-水江非)
Ⅰ針瀬 ×1,J前額の基部据火 ×4 1(針兼の桃断 ×10
L-N DistlJlium racだmosum S,etZ.(立として中八木の西)
L二恥麿 ×1 M 内光政 ×2 N梯子 ×4
0-P Humulu8.7-apont'cuss.etz.(=1fiとしてりりしホ-ノし木)
0裸子 ×4,P柵状組織表而 x334
Q-R V,lscum coloratum Nakai(rl,̂ 木一光江非)
QX-の祭形 Xl,R表皮 ×100



QJLLWC7LSCrisp,/daBl･(Fig.3,H)

6luercu.9.gerrataThunb･(Fig.3,F-G)

Rosaceae

R()･照 sp.

Euphorbiaeea()

sapium sebifel･um Roxb･var.

plcistoceacaMiki

Meliaceae

MeliaAzedarachL.(Fig.7.Edc)

Lythraceae

La酢rStrOemiaindicnL.(Pl.ⅠⅠIF,Fig.

9.C)

Styraeaeeae

St.yraxOT)atqbliaS.etZ･

01eaceae

OsmalLtjuLSSP.(Fig,9,D-E)
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五 Fig.5 A-E Rosaahasf"'ensisn.sp･(中八木一水江非)
A鼎斑 Xl晒 八木):a上凧 b下田 B小枚 C架線 ×10
D小薬 :aは頂端弘 bcdは側小%=×1 E非駐屯 ×100

FG Rp;SuanuPsO蟹 豊 bSa虜 xz:讃 聖1(鵠 =胃諜 ))
H Pr甘LnuSCf.sibiricaMax.の核果 xl(八木-申̂ ホ)
I Sorbu.qpekilumSisKoebne.? ×1(谷八木-氷江井)
abclま側小難 deは/J'i沸紫
J-K Staunioniahe刀aPhyllaDecne(申八木-谷八木)
J紫 xl X 一部抽火 ×10
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Fig,6 A-E Gleditsiahorrida凹ak.(谷八木一水江非)
A薬 ×1 13-C難放湘購大 :a 米lo,C xlOO
D枚針 ×1:abcは幹の柁針の一部か,dは小枝の枚針かE兆 xI
F-班 WistarllajloribundaDc.
F爽 Xl(ノし木-'iLi江井) G非級横大 ×10
H 楽 xl:abcdは側小薬,e北端小難
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Fig･7 A-B Buaj'舶 japonicaMuell-Areの紫(立として申八木)
A xl gは eの晒大 ×4 B下所表皮×334

C Fagaraa7-lanthoidesEngl.の粒子×4(谷̂木一八本)
I) Sa･piumsebiferur)もRoxb.vaT.PleistocecwaMikiの輝子x2
(谷八木ー粧江井):a低所 b背河C側而
E PhellodendronamurerLSeRuprlの梯子x2(中八木-八木)
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a

L
d
t,
e
t
P

a

x
t
.

シ
ナ
ヒ
～
う
ギ

電
車
(新
柄
)
(P
l.
i

V

B
-
I),
F
ig
.
7

F
-
H
)

黄
も
普
通
に
程
ら
る
1
79
の
ほ
し
で
特
殊
な

る
尭
形
を

典

へ
と
,
ラ
ギ
の
如

き
鋸
歯
が
水

明
ポ
粥
鈍
化
ポ
骨
材
府
内

の
枇
物
化
石

芯

弧

F-H lle打00rmufaLdl.etPaxt.(芥八木一光江非)
F難(a-i)×1 G表政 :a上市,b下両 ×334
H梯子(?)×4
Ⅰ-J StaphyleabumaldcLS･etZ.の純子 (rL7̂ 水-酪八木)
Ⅰ粒子 ×4 J衷政 ×334 袈政には一部に示すが如き発
粗紙状の棋枚仝所にあ1)o

K MeliaAzedaraohL.の果J的:･x2
a-bは中八木一八木の間の下部暦軌 C-dは礼八木粥の上部厨席
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平
は
延
び
葉
柄
の
無
か

き
乙
と
は
よ
-
セ
イ
ヨ
ク
ヒ
､
ラ
ギ

(11ex
A
qu
ijToliu
m
L

･)
と

匿
別
せ
ら
れ
表
皮
細
胞
も
気
孔
も
支
那
中
部
産
現
世
種
と
同

一
夜
-,hO
但

し
金
縁
の
も
の

も
少
な
か
-
L
も
鋸
歯
h
l有
す
る
葉
の

一
般
的
担
化
性
は
鑑
み
同

1
種
と
宥
倣
せ
-
｡
種

子
は
空

欄
礎
見
せ
ら
れ
'
之
を
現
世
種
例
に
比
較
す
る
ほ
形
態
幾
分
典
在
る
も
材
料
少

を

さ
を
以
で
愛
に
は
同

一
型
と
看
放
せ
少
｡

今
野
氏
の
麻
績
植
物
園
版
二
四

F
ig
..7
に
不
明
と
せ
る
も
の
は
鋸
歯

の
状
態
よ
み
見

て
此
の
種
の
葉
と
想
像
せ
ら
れ
た
-
0

一
五

,
A

cer
N
o
rd
en
sk
ioldi
N
a
th
･

(Pl･
IV
A,F
ig
･
∞
p
-
Q
)

此
の
種
は
外
形

A
cer

p
a
lm
a
lu
m

T
h
un
b
･
に
似
た
る
も
鋸
歯
日
立
ず
且
単
純
を
る

ほ
よ
ら
匿
別
せ
ら
る
･
此
の
種
は
最
初

N
ath
orst
氏
に
ょ
与
茂
木
ほ
て
記
載
せ
ら
れ
其

の
後

S
chm
alh
lu
Se
n
氏
に
よ

み
A
ltai
の

B
uchtorm
a

に
て
又
今
野
氏
は
麻
績
に

て
報
告
せ
る
を
以
志

田
時
の
分
布
は
鹿
-
且
大
陸
の
内
部
･U-
薫
育
せ
し
も
の
J
如
し
｡

一
六
､
P
a
賢

rus
n
i.pp
o
Tlic･1S
M
ik･i

コ
中
也
串
ハ
マ
ナ
ツ
メ
(Pt.I
V
H

｣
,
Fig･
8

A
!
E
)

莱
薯
及
小
枝
は
到
る
塵
に
又
中
八
木
よ
-
は
多
-
の
菜
が
程
ら
れ
ね
も

英
資
の
異
の

金
縁
に
し
て
基
の
鋸
歯
の
小
夜
る
こ
と
等
ほ
よ
わ
本
邦
現
世
の
も
の
と
置
別
せ
ら
れ
地
中

源
よ
-
ペ
ル
シ
ャ
附
鑑
に
産
す
る
P
a
li

u
r
u
s
S
p
i-

C
h
r
isti
M
ill･
ほ
形
態
激
も
近
F
J

明
石
粥
貌
化
石
合
有
潜
内
の
植
物
化
石

義

Ⅰ見解 ×1 J輝子 x2
K StewartiamqnadelphaS･etZ･の那モxl(中八木一射上井)
L AmpelopsisbrβvipedunculaLaKoehneの縄子 ×4
(布八木-^木)
M-N Vitiscf.JlezDuOSaThunb･(谷八木一四八本)
M 韻 x2 N 梯子 ×4
0 AoerruJinerveS.etA.の苑'Bli-x2(虫として■l'八木)
p-Q AoerNordenshiotcliNath･(-i]̂ 木一八木)
P果架(?)x2QBte'-xl
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光江井)

CJJagerSiroemiaindica,
L
.の
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D-EOs
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hi
enSWn.Sp.
(谷八木
一
派江非)
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星毛x50,
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も
の
と
考

へ
ら
れ
ね
-
0

.
L
､
E
la
eag
n
u
s
akashien
s
is
n
.

sp.

ア
カ
シ
グ
rrJ(新
柄
)
(P
1
.
I
V

JI
L

.

F
ig
･
9

F
卜
-I
)

針
を
有
す
る
小
枝
が
尭
と
共
に
多
数
得
ら
れ
た
み
｡
葉
形
は

F
ig
.
9

F

に
示
す
が
如
-
様

々

に
し
て

.i
児
ア
キ
グ
ミ
の
如
-
児
ゆ
る
も

ツ
ル
グ
ミ
の
如
-
尊
堂
と
.夜

-
尭
形
及
針
を
有
す
る
小

枝
の
状
態
ソ
ル
ダ
ミ
と
79
位
刺
せ
ら
る
･J
に
ょ
ゎ
別
種
と
せ
-
｡
小
枝
及
乗
に
は
グ
ミ
特
有
の
屈

毛
を
保
存
せ
し
け
よ
-
検
定
す
る
乙
と
教
程
た
-
0

一
九
t
S
ch
ein
e
ra
(A
ga
tm
a
)
fa
sciata
n.
sp.

ア
カ
シ
フ
カ
ノ
串
(新
柄
)
(P
t
.

I
l
l

D

.

F
ig
.
9

A
)

多
数

の
先
覚
到
る
庭
は
畿
見
せ
ら
る
､

基
皮
夜
-

種
子

の
集
合
せ
る
状
態
は
空
フ
ノ
キ
ほ
似
た

る
も
皆
六
個
の
種
子
よ
-
在
る
ほ
よ
り
フ
カ
ノ
キ
屈
と
決
定
せ
少
｡
背
面
に

一
つ
の
浅
さ
縦
線
及

多
数
の
著
し
き
横
線
あ
る
は
現
今
本
邦
に
春
す
る
三
種
と
79
筒
別
せ
ら
る
J
は
よ
ゎ
上
記
の
如
-

新
祁
せ
-
.

一
九
t
L
ag
erstro
emi
a
in
d
ica
L
.
サ
ル
ス
..(
リ

(Pt.i
l
i

F
,
F
ig
.
9
C
)

谷
八
木
の
尚
上
部
暦
よ
少
多
数
の
英
資
を
租
ね
カ
.
形
及
大
ru
盆
-
現
世
の
79
の
と
同

一
を
ヵ

支
那
原
産
と
考

へ
ら
る
ゝ
も
社
時
は
此
地
に
も
野
塗
せ
る
も
の
な
る
べ
し
｡

､｢ヽ.ノヽ.←ヽJ-b､/､｢-′､~＼~､一一へ＼ノ

JSymplocoscrataegoideSBuch･の弟寛 ×4(申八木一四八ホ)

K Styram7hiraia品αMak･の 純子 x2(中八木-取江井)
L-M Siyraa'ObassiaS･etZ･(中八木一光江=Jf'.)
L粒子 x2 M 難柄 xI
N-0 Styra再aponic,umLS･etZ･(谷八木一束江非)
N粒子 x2 0泉水 x2

桝
石
粥
教
化
祈
合
材
櫛
内
の
樵
物
化
ポ

1
七

二
五
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化
石
フ
ロ
ラ
の
組
成
並
特
徴
其
の
他

a

下
部
層

フ
讐
フ
の
組
成
並
特
徴

㍉

∵

㍉
∴

諸
を
蕗方タグ
~一･才
I･･-7才
ノ

下
部
暦
化
石
の
フ
ロ
ラ
的
組
成
を
見
る
ほ
主
と
し

て本
州
中
南
部
の
も
の

G‥
‰
什ム名
月れ子タ
簡日
日相川川
旧

Fig･10イヒ石と近似現存椎との発端及築橡の形態
上段は瑞祥柿下段は絶滅父は日本は現存せざる軸似姉

AZelkova.qerrataM8kino aZelkuvaUrageT･iKovats
CaFagLんSCre･rLataBl･bFaguBJaPOnic･aMax.
DFaguSlniel･OearPaMiki
EPtroGarya1.hoifoliaS.etZ.
FPlerocaryasまenopteraDc.
GAce,rpalmaLu仇Thunb. HAcerNoT･CleT乙SkiolliNath.
IPaliurusramosissilnuSPoir.
IPaliurulSnipponl'cusMiki

ほ
瓶
し
.
ま
た
支
郵
満
洲
の
フ
ロ
ラ
に
踊
係
す
る

79
の
多
し
｡
而
し
て
絶
滅
又
は
LR
T本
は
野
座
せ
ざ

る
十
八
種
に
就

き
之
と
同

1
又
は
近
似
種
の
現
世

は
於
け
る
壁
育
地
の
分
布
を
見
る
に
､
支
那
の
中

部
山
地
よ
･Ct溝
洲
に
渉
み
て
野
生
叉
は
近
似
種
を

有
す
る
も
の
断
然
多
-
其
他

.i
部
は
ペ
ル
シ
ャ
よ

み
地
中
海
附
近
､
又

一
部
は
北
米
の
も
の
と
共
通

を
み
｡
英
等
の
内
澗
基
の
79
の
ほ
就
p
,て
の
葉
形

は

F
iDU
.
)0
ほ
示
す
が
如
-
現
世
の
顛
似
種
は
此

し
発
端
尖
ら
ざ
る
か
又
は
葉
線
の
鋸
歯
細
微
は
し

て
目
立
た
ず
､
か
.J
る
化
石
の
猿
似
種
は
内
陸
乾

生
的
地
方
は
分
布
現
存
す
｡

他
方
現
世
種
の
分
布
状
態
を
見

る
に
此
等
に
は

本
州
中
南
部
に
あ
-
で
は
高
庇
五
官
-
千
米
附
近



は
隈
-
年
寄
す
る
も
の
と
し
て
ア
ス
ナ
ロ
､

づ
プ
ラ
､､
､
シ
…

ジ
､
ブ
ナ
等
十
五
積
を
含
む
｡
従
っ
て
此
等
植
物
の

蕉
富

蒜

の
気
候
は
現
今
よ
-
も
五
度
内
外
低
か
-
し
も
の
と
考

へ
ら
る
叉
到
る
藤
豊
富
に
産
出
す
る
は

Z
eL7w
v
a

U
n
g

e
r
i

K

o

v
ats
I
P
a
li
u
r
u
S
n
i
p

p
o
Tbic
u
s

M
ik
i,
B
-o
LV

C
O

r
･n
u
ta

l
d
l
･

e
t

P
a
X

t
･

在
ど
所
謂
乾
生
的
地
方
に
其

近
似
種
を
有
す
る
も
の
に
し
て
'

殊
に
董
葉
に
刺
針
を
有
す
る
も
の
多
-
'

其
壌
境
の
少
な
か
ら
ず
乾
塵
的
夜
-
L

を
推
定
せ
し
ひ
0
両
も
亦
オ
ニ
言

粗
の
如
き
大
形
夏
期

完

生
水
革
の
存
在
せ
る
よ
-
見
れ
ば
全
般
的
に
は
低
温

ほ
で
も
夏
期
の
温
度
が
頗
る
上
昇
す
る
が
如
き
地
形
を
想
像
せ
し
ひ
｡

b

地
質
時
代
の
推
定

高
井
氏
は

P
a
r
astegoJ
on
の
産
す
る
下
部
暦
を
鮮
新
世
上
部
又
は
更
新
世
下
部
と
考

察
せ
少
｡
此
間
氏
は
植
物
化
石
等
む

参
照
し
て
鮮
新
世
と
看
放
せ
-,L
｡

余
の
今
回
の
調
査
に
由
る
ほ
三
十

一
%
は
日
本
よ
-
の
絶
滅
種
夜
-
｡
絶
滅
種
の
百
分
率
は
時
代
決
定
に
大
切
在

る

も

､
高
等
植
物
に
於
で
は
化
石
出
現
の
状
況
上
葉
形
の
み
ほ

て決
定
せ
ら
れ
た
る
場
<
=多
-
従
っ
て
盆
形
の
称
ら

れ
易
さ
下
等
植
物
及
貝
等
ほ
よ
み
検
討
せ
ら
れ
た
る
場
合
の
如
-
信
を
聡

さ
難
F
uも
亦
己
ひ
敬
神
ざ
る
所
在
も

今

其
組
成
を
比
較
す
る
ほ
衣
の
如
し
｡

此
地
の
植
物
化
石
は
所
謂
極
地
墾

二
寵
殖
物
た
る

S
eq
u
o
;a
,J
u

g
la
n
s
,
P

t
e
r
o
c
a

r

ya･
Z
e
lk
o

v
a
(P
la
n
e
r
a
),

B
eiu
lcE,

F
agu
叫
等
よ
-
在
る
｡
か
J
る
フ
ロ
ラ
は
欣
洲
の
斬
新
世
の
も
の
と

一
致
し
即
豊
洲
並
に
一TJ
は

A

lta
i

の
B
uc
h

torm
a
が

一
致
す
糾
｡

我
が
聞
ほ
で
之
は
瓶
す
る
も
の
と
し
て
従
凍
知
ら
れ
た
る
は
茂
木
-
天
草

㈱
及
長

野
煉
廊
祷
化
ポ
植
物
群
な
る
が
判
明
石
化
石
も
亦
フ
ロ
ラ
の
組
成
此
等
に
頬
す
る
を
以
て
岡

一
時
代
の
鮮
新
世
と
推

定
す
る
教
程
べ
し
｡

明
.LS
舛
貌
化
石
食
材
暦
内
の
植
物
化
ポ

1(1

二
七
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C

上
部
犀
に
就
い
て

浅
海
性
成
層
た
る
上
部
暦
の
植
物
化
石
は
出
現
の
場
所
も
畳
も
少
な
-
充
分
考
察
し
軍

ど
-
L
も

バ
ク
ウ
ン
ボ
ク
､
-
ブ

ナ
ク

の
存
在

は
そ
の
現
世

に
放
け
る
分

布
よ
-

見
る
ほ
他
校

を
わ

し
79
の

と
は
推

定
す
.る
を
得
ず
'

又
コ

ナ
ン

キ

ン

(
'#

及

サ

ル
q

rr(ク
の

如き

蒋
渡
来

種
た
る

裸
地
植
物
の

存
在

す
る
乙

と
並
に

E
lep
h
as
の
教
見
せ
ら
れ
居
る
乙
と
等
よ

カ
見
て
恐
ら
-
史
新
世
下
部
と
想
像
す
る
rJ
と
を
稗
べ
L
J

此
の
暦
た
る
西
八
木
秒
磯
暦
よ
少
は
虹
に
直
良
氏
に
よ
-
嘗
石
器
造
物
の
報
告
あ
か
'
余
も
亦
谷
八
木
の
地
暦
よ

-
骨
界
(P
t.
Ill
C
.
F
ig.
L
R
)
を
敬
見
せ
-1
｡
此
等
の
奉
安
は
此
り
地
方
が
常
時
欧
に
入
漁
に
よ
-,a.多
少
白
魚
の

環
境
を
鼻
化
せ
し
め
ら
れ
た
る
を
推
知
せ
し
め
､
現
今
人
家
に
仲
ふ
セ
ン
ダ
ン
'
ク

ル
ミ

､
サ

ル

ス
ペ
ソ
等
の
出
現

も
興
味
多
-
観
察
せ
ら
れ
た
-
｡

Ⅴ

気
候
及
地
形
に
封
す
る
考
察

a

化
石
湖
の
性
状

下
部
骨
に
は
藍
戯
鋸
の
生
成
あ
わ
｡
現
今
藍
銀
鱗
の
生
成
は
北
欧
の
湖
泊
に
多
-
報
骨
せ

ら
る
川
'
我
が
欄
は
於
一｢.は
只
琵
琶
湖
､
沖
の
鳩
附
近
よ
り
報
告
せ
ら
る
J
の
み
を
少
拘
｡
此
等
の
生
成
の
過
程
は

恥
純
を
ら
ざ
る
79
石
衣
の
多
き
地
方
の
湖
沼
は
見
出
n
る
J
は
興
味
挽
き
乙
と
衣
-
0

北
欧
の
湖
沼
水

一
立
中
に
は
四
〇
就
内
外
の
石
衣
含
ま
る
J
も
本
邦
の
潮
田
の
多
-
は
吉
村
氏
に
ょ
る
ほ
十
五
威

以
下
は
し
て
斑
琶
湖
に
於
で
も
八
･五

-
一
三
･
〇
遮
程
度
の
少
量
在
る
も
'
只
他
と
異
在
る
は
其
の
固
形
物
の
四
分

の

.I
が
石
衣
に
て
占
め
ら
る
し
こ
と
在
-
､
仰
琵
琶
胤
の
東
側
に
は
伊
吹
-
御
地
岳
に
到
る
宏
大
在
る
石
衣
岩
あ
-

て
水
準
の
在

き
相
川
流
水
･>
･-
フ
tt
ノ
γ
ブ
タ

レ
ン
を
赤
鼻
せ
し
ひ
る
程
な
る
む
以
て
藍
銭
躯
の
採
集
せ
ら
る
!
東
側



な
る
沖
の
晶
附
進
の
石
衣
丑
は
首
相
蛇
の
報
骨
よ
り
も
多
少
多
き
も
の
と
考

へ
ら
る
｡

藍
勃
髄
の
錐
成
せ
ら
る
～
状
況
よ
-
想
像
し
て
下
部
瀞
の
沈
積
せ
る
湖
沼
水
は
硬
水
夜
少
し
も
の
と
考

へ
ら
る
｡

従
っ
て
水
草
と
し
て
只
オ
ニ
バ
フ
､
カ

完

ネ
､
ヒ
メ
ビ
シ
の
三
種
が
僅
か
に
採
集
せ
ら
る
ゝ
旦
1
解
す
る
に
難
か

ら
ず
O
他
方
オ
ホ
タ

ニ
シ
､
ド
ブ
ガ
ヒ
等
の
月
及
上
記
水
草
の
状
況
よ
-
し
て
著
し
.1
沼
野
性
怒
ら
ざ
る
湖
沼
と
考

へ
ら
る
ゝ
ほ
殉
ち
ず
腫
物
健
の
種
々
の
部
分
が
よ
-
保
存
せ
ら
る
ゝ
事
79
亦
水
質
に
関
係
せ
る
も
の
ゝ
如
し
｡
銅
又

化
朽
葉
其
の
他
に
就

い
て
見
る
に
殆
ん
ど
皆

S
p
haeri
a
cea
e
(A
sc.m
y

ces)
の
菌
糸
及
子
安
健
(
P
e
rith
e
c
ia)が

着
排
保
存
せ
ら
る
J
は
其
の
破
水
を
少
し
に
由
-
朴
基
其
の
他
が
湖
水
に
漂
着
後
腐
蝕
せ
ず
に
ょ
-
保
護
せ
ら
れ
た

る
7P
の
と
解
す
る
を
重
曹
と
す
｡

b

気
候
及
地
形

然
ら
ば
秋
水
の
原
因
は
何
に
廊
因
す
べ
p
uか
｡
此
の
附
近
ほ
は
石
磐

石
存
在
の
舷
跡
夜
さ
に

よ
ら
主
と
し
て
乾
生
約
束
快
に
由
凍
せ
る
79
の
上
.一m三

べ
し
｡
今
日
硬
水
の
湖
沼
は
多
雨
の
地
方
ほ
て
は
統
去
し
て

柿
な
る
も
大
陸
内
部
の
湖
沼
に
は
通
有
夜
-,
0
他
方
化
石
植
物
,の
状
態
も
上
記
の
如
-
円
陣
的
乾
生
的
托
し
て
良
く

湖
帽
の
状
態
と

一
致
す
｡

従
っ
て
常
時
の
来
校
及
地
形
は
現
在
の
如
き

源
陸
の
分
布
と
…叫
在
る
気
組
の
低
下
と
に
ょ
-
て
龍
明
す
る
は
凶
搬

な
4
0
然
れ
ど
も
若
し
此
の
地
方
が
常
時
亜
翻
亜
大
陸
と
陸
潜
む
在
し
且
五
官
-
千
米
の
高
原
･虹
覆
せ
む
と
順
走
す

れ
ば
此
の
化
ボ

フ
ロ
ラ
を
最
も
よ
-
敏
明
す
る
乙
と
を
符
べ
し
｡

円
本
は
敢
虹
の
地
栗
時
代
に
於
て
大
陸
と
連
絡
せ
-,L
と
の
考

へ
は
多
-
の
生
物
単
著
に
信
ぜ
ら
る
J
桝
在
る
も
其

の
時
代
及
程
度
は
明
瞭
な
ら
ざ
ゎ
し
け
矢
部
教
授
及
田
山
両
氏
は
=
本
警

梓
七
草

l十
米
濃
度
の
深
耕
を
搾
る
大
陸

別

･#
公
教
化
ポ
合
材
胎
内

の
継
物
化
石

1(
"

二
九



拭

妨
二

十
六

懲

餅
三
雛

六
四

三
〇

棚
は
水
蝕
谷
の
あ
る
む
磯
風
し
之
に
由
み
矢
部
数
投
は
其
の
時
代
を
鮮
新
世
と
推
定
せ
少
｡
又

F
iorin
氏
が
茂
木

植
物
化
石
よ
-

推
定
せ
る
低
弧
を
大
陸
時
代
の
気
候
に

て説
明
せ
ん
と
せ
る
矢
部
p
遠
藤
術
式
の
所
散
も
此
の
明
石

の
植
物
化
石
よ
-
推
定
せ
ら
る
べ
き
事
薯
と

山
致
す
｡

此
等
の
却
薯
よ
り
L*
ば
鮮
新
世
は
董
轡
よ
-
北
海
道
は
到
る
ま
で
七
宵
二
十
米
内
外
の
保
圧
に
陸
棚

む
な
し
九
州

よ
-
一中
火
日
本
ま
で
は
瓶
似
の
高
度
と
気
候
と
計
量
し
､
此
の
地
形
は
鮮
新
世
は
珊
々
完
成
し
て
今
日
は
到
れ
る
79

の
と
想
像
す
る
教
程
べ
し
｡

Ⅵ

更
新
世
に
於
け
る
特
殊
植
物
の
消
失

其
他
に
開
す
る
考
察

lF..q
刺
並
に
は
白
亜
配
及
極
地
第
三
紀
植
物
の
残
存
す
る
79
の
あ
る
に
よ
少

E
n
g
ie
r
氏
及

K

ryshtofovi
ch
氏

等
は
筑
三
配
以
珠
此
の
地
に
は
歓
洲
の
如
き
大
な
る
気
候
の
婁
化
夜
か
む
し
も
の
と
看
放
せ
み
'
又
横
山
教
授
も
日

本
の
更
新
世
に
は
欣
洲
の
如
-
凹
期
あ
る
も
其
の
間
の
渦
度
の
婁
化
は
著
し
か
ら
ず
と
報
告
せ
ヵ
｡
之
は
反
し
更
新

世
の
氷
河
例
題
､
高
山
解
物
の
南
下
或
は
下
降
等
著
し

iru気
候
の
鼻
化
を
寵
ひ
る
考
察
も
少
な
か
ら
ず
｡
囲
よ
カ
之

等
の
詳
細
は
今
日
惰
か
に
論
断
し
程
べ

き
事
項
は
非
ら
ず
と
雄
も
'
更
新
世
よ
-,h現
世
の
初
め
は
於
で
戯
-
分
布
せ

る
裸
地
又
は
乾
生
鵜
物
の

1
部
滑
失
せ
る
は
胆
に
渦
度
の
低
下
の
み
に
よ
る
と
は
考

へ
ら
れ
ず
｡

悲
ら
-
斑
新
世
の
海
浸
け
よ
-
過
激
在
る
東
棟
が
綬
刺
せ
ら
れ
大
陸
的
乾
薫
的
状
態
よ
さ
温
和
覆
る
海
洋
的
中
生

的
先
棟
と
在
hh
､
之
に
適
臆
せ
る
植
物
頓
に
繁
茂
L
JL
蛮
-
森
林
地
糟
を
形
成
せ
る
は
ま
-
裸
地
産
の
79
の
は
次
第



蔑

湖潤湖儲
渚
過

ほ
駆
逐
せ
ら
れ
超
は
根
絶
せ

-と
推
定
す
る
h
t程
べ
し
｡
彼
の
ツ
ゲ
の
如

き
小
経
木
ほ
て
常
時
随
所
に
生
育
せ
L
と

恩
は
る
!
も
の
が
現
祉
只
石
衣
岩
地
方
は
鮎
々
球
春
す
る
は
､
恐
ら
-
石
衣
岩
地
方
は
容
易
は
中
庄
的
森
林
の
偉
容

を
許
さ
ず
.
従
っ
て
闘

re
tict
と
し
て
春
在
す
る
も
の
J
J柄
す
る
敬
称
べ
し
｡
又
山
城
虹
新
世
下
部
は
沈
下
後
の
年

代
遠
か
ら
ざ
-
し
ほ
よ

り
往
時
の
乾
生
又
は
裸
地
植
物
た
る

Z
elkoua
U
n
g
eri
K
o
vats,
Paliu
ru
s
n
ip
po･nicus

RIi打i,S
a
p
iu
m

s
J7bif
Lr
u
m

R
o
x
h

v
a
T.
P
leisto3
e
a
C
a

M
ik
i
が
局

所
的
に
相
磯
春
し
た
る
も
の
と
了
解
す
る

を
得
べ
し
｡
叉
明
石
の
上
部
潜
は
横
溢
性
に
し
て

コ
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
'
サ
ル
ス
ペ
ソ
の
如
き
大
陸
よ
わ
再
渡
来
せ
る

裸
地
植
物
が

セ
ン
ダ
ン
等
と
典
に
多
数
和
ら
る
ゝ
よ
-
見

て山
城
と
同
じ
-
虹
新
世
下
部
と
考
察
す
る
79
車
昏
在
る

べ
L
U

TlⅥ

高
山
植
物
の
渡
来
に
封
す
る
考
察

従
来
日
本
高
山
姉
物
の
多
-
は
更
新
世
の
塞
冷
矧
に
移
凍
せ
る
も
の
と
糾
せ
ら
る
｡
氷
河
の
遺
跡
と
せ
ら
る
ゝ
79

の
今
日
中
部
山
岳
地
方
其
の
他
に
放
て
少
在
か
ら
ず
と
錐
も
之
等
は
笹
に
現
代
の
標
高
に
於
で
気
候
の
麹
化
の
み
に

基

き
た
る
も
の
と
は
論
断
し
難
-
p
又
=
本
が
島
哩
と
在

-
し
後
に
は
僻
物
の
南
下
も
如
何
な
る
機
構
に
由

-
し
か

は
了
解
し
難
し
〕

又
横
山
教
授
の
闘
束
の
月
化
石
の
研
究
に
疲
れ
ば
更
新
世
に
は
歓
洲
の
氷
河
期
程
の
渦
度
の
低
下

は
見
ら
れ
屠
ら
ず
｡
又
鮮
新
世
は
生
存
せ
る
今
日
の
絶
滅
種
も
叩
な
る
渦
度
の
低
下
よ
与
は
審
ろ
生
物
的
環
境
に
支

配
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
想
像
せ
ら
る
.
椅
高
山
腫
物
の
日
本
特
有
種
は
小
泉
数
按
に
ょ
れ
ば
約
四
十
%
の
多
数
に
達

し
比
の
数
字
は
明
石
に
て
鮮
新
世
よ
ゎ

日
本
は
絶
滅
せ
-
と
想
像
せ
ら
る
～
三

十

一
%
と
云
ふ
数
字
に
遠
か
ら
ず
何

例
荊

餌

渉

北

和

み
;
和
船

M

の
純

物

化

ボ

ス
乱

三
一



地

球

･:I.&
二
十
六
懲

妨
三
紙

基
ハ

三
二

又
日
本
の
地
形
は
鮮
新
世
は
放
て
珊
々
完
成
せ
ゎ
と
想
像
せ
ら
る
～
等
の
軍
資
よ
わ
見
れ
ば
日
本
高
山
植
物
の
由
水

は
馳
新
世
よ
-
も
大
陸
時
代
た
る
鮮
新
世
は
自
然
に
分
布
し
俊
達
し
た
る
各
の
と
推
定
す
る
を
適
静
と
離
ひ
｡

Ⅰ

Ⅷ

摘

要

1
.
播
磨
犀
凪
ケ
浦
断
崖
は
凝
衣
岩
の
薄
層
附
近
の
不
整
合
に
よ
カ
上
下
繭
暦
に
分
た
る
｡

二
､
上
部
暦
は
浅
海
の
成
層
に
し
て
骨
器
を
件

へ
-
､
下
部
暦
は
放
水
の
淡
水
湖
に
沈
積
せ
る
79
の
ゝ
如
し
｡

三
､
上
部
暦
は
更
新
世
下
部
'
下
部
暦
は
鮮
新
世
と
考
察
せ
ら
る
｡

四
､
上
部
暦
よ
-
は
八
科
八
鹿
九
積
の
鵜
物
を
下
部
暦
よ
-
は
三
十
三
和
凹
十
八
鷹
五
十
八
積
の
解
物
化
石
を
検

定
し
わ
み
｡

五
､
絶
滅
叉
は
日
本
は
野
塗
せ
ざ
る
も
の
は
下
部
暦
に
十
八
種
(
三
十

一
%
)内
玉
穂
は
新
種
､
上
部
暦
に
二
種
あ

わ
｡
其
の
中
敷
以
上
は
支
部
中
部
よ
♪
満
洲
に
野
生
し
叉
は
近
似
種
を
有
す
る
も
の
な
み
｡

六
､
下
部
暦
の
現
世
駕
も
支
部
及
溝
洲
と
共
通
す
る
も
の
多
-
且
ア
ス
ナ
ロ
､
づ
フ
モ
ミ
､
シ
ロ
竜

ジ
､
ブ
ナ
等

本
州
中
南
部
ほ
て
五
官
-
千
来
附
近
ほ
隈
-
亘

育
す
る
も
の
十
五
種
あ
わ
｡

七
p
下
部
暦
は
於
け
る
化
石
植
物
の
組
成
及
藍
蛾
躯
の
蕉
成
よ
み
見
る
に
鮮
新
世
の
日
本
は
大
陸
的
乾
生
的
束
侯

を
量
し
た
る
も
の
J
如
し
｡

八
.
下
部
暦
時
代
の
温
度
低
-
且
聡
産
的
夜
ら
し
は
督
時
の
日
本
が
大
陸
と
連
絡
し
五
官
-
千
米
高
か
少
し
に
由

る
も
の
と
帝
政
さ
る
｡



九
ー
鮮
新
世
以
後

山
割
の
東
壁
植
物
の
駈
新
世
は
於
で
滑
失
せ
る
は
大
陸
沈
下
し
て
衆
保
が
著
し
-
梅
坪
的
と
な

-
中
豊
的
柚
木
の
繁
茂
せ
る
ほ
よ
る
も
の
に
し
て
温
度
の
低
下
は
由
る
消
失
に
は
非
ら
ざ
る
べ
し
｡

一
O

p
今
日
の
日
本
高
山
亜
物
は
駐
新
倣
よ
-,hも
鮮
新
世
の
大
陸
時
代
に
於
で
多
-
南
下
移
乗
せ
る
も
の
と
推
定

せ
ら

る

｡

㍑
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